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暇
人
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

仕
事
の
合
間
、

畑
を
眺
め
な
が
ら
腰
を
さ
す
っ
て
ひ
と
休
み
し
て
い
る
と
、

ご
近
所
さ
ん
が
通
り
か
か
っ
て
し
ば
し
世
間
話
。

注
文
が
立
て
込
ん
で
く
る
ほ
ど
に
多
く
な
る
息
抜
き
は
、

「
昼
か
ら
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る
お
っ
さ
ん
」
と
い
う

無
職
感
の
あ
る
姿
を
披
露
す
る
機
会
を
増
や
し
、

結
果
と
し
て「
あ
ん
兄
ち
ゃ
ん
は
仕
事
し
よ
っ
と
や
ろ
か
？
」

と
ヒ
ソ
ヒ
ソ
さ
れ
る
こ
と
に
。

ま
た
ひ
と
つ
私
は
理
想
の
生
活
に
近
づ
き
ま
し
た
。

ご
高
覧
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

川
瀬
隆
一
郎

かわせ りゅういちろう　Ryuichiro KAWASE

1973年 長崎市生まれ
横浜国立大学在学中に陶芸を始める
2005年 長崎市松原町に築窯
2006年 銀座アートギャラリーにて個展
2012年 興福寺（長崎市）にて個展
2018年 クロアチア「17人の日本のアーティスト展」
 東京「うつわや涼一石」にて個展（以降毎年）
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No. 作品名 寸法（mm） 価格（消費税込） 掲載頁
1 崎陽高麗大井戸茶碗 W157× H95 ¥165,000 2-3
2 崎陽高麗四方茶碗 W101-130× H82 ¥165,000 4-5
3 崎陽高麗井戸茶碗 W146-153× H87 ¥132,000 6-7
4 崎陽高麗茶碗 W130-136× H81 ¥132,000 8
5 崎陽高麗井戸茶碗 W138-141× H85 ¥132,000 9
6 崎陽高麗茶碗 W104× H75 ¥121,000 10上
7 崎陽高麗小井戸茶碗 W130 -135× H70 ¥99,000 10下
8 崎陽高麗茶碗 W133-137× H60 ¥99,000 11上
9 崎陽高麗茶碗 W130-135× H92 ¥99,000 11下

10 崎陽高麗徳利 W85× H150 ¥33,000 12右上
11 崎陽高麗徳利 W93× H138 ¥33,000 12左上
12 崎陽高麗徳利 W90× H133 ¥33,000 12右下
13 崎陽高麗徳利 W93× H119 ¥33,000 12左下
14 らく井戸久い乃み W63× H46 ¥24,200 13右上
15 八角盃 W54× H58 ¥25,300 13左上
16 四方盃 W53× H50 ¥24,200 13右中
17 井戸盃 W93× H56 ¥25,300 13左中
18 割高台盃 W75× H49 ¥24,200 13右下
19 たる井戸久い乃み W58× H57 ¥24,200 13左下
20 魚片口 W104-115× H90 ¥27,500 14右上
21 ひょうたん片口 W105-109× H73 ¥27,500 14左上
22 片口 W102-112× H66 ¥27,500 14中
23 天狗片口 W84-103× H78 ¥27,500 14右下
24 天狗片口 W88-110× H78 ¥27,500 14左下
25 らく井戸久い乃み W67× H46 ¥24,200 15右上
26 六角盃 W60-65× H53 ¥25,300 15左上
27 たる井戸久い乃み W59× H59 ¥24,200 15右中上
28 たる井戸久い乃み W55× H53 ¥24,200 15左中上
29 井戸盃 W82× H53 ¥25,300 15右中下
30 井戸盃 W83× H54 ¥25,300 15左中下
31 らく井戸久い乃み W64× H38 ¥24,200 15右下
32 らく井戸久い乃み W68× H30 ¥24,200 15左下
33 崎陽高麗徳利 W90× H118 ¥33,000 16右上
34 崎陽高麗徳利 W81× H114 ¥33,000 16左上
35 崎陽高麗ひさご花入 W83× H114 ¥33,000 16中
36 崎陽高麗小徳利 W74× H119 ¥27,500 16右下
37 崎陽高麗ひさご徳利 W83× H114 ¥33,000 16左下
38 らく井戸久い乃み W54× H52 ¥25,300 17右上
39 塩笥盃 W65× H52 ¥24,200 17左上
40 割高台盃 W72× H42 ¥24,200 17右中上
41 割高台盃 W67× H46 ¥24,200 17左中上
42 平井戸盃 W77× H41 ¥24,200 17右中下
43 平井戸盃 W76× H42 ¥24,200 17左中下
44 高坏 W73× H49 ¥25,300 17右下
45 割高台盃 W76× H48 ¥24,200 17左下
46 井戸盃 W83× H50 ¥25,300 18右上
47 井戸盃 W83× H50 ¥25,300 18左上
48 塩笥盃 W57× H52 ¥24,200 18右中上
49 四方盃 W52× H52 ¥24,200 18左中上
50 高坏 W73× H50 ¥24,200 18右中下
51 高坏 W73× H54 ¥24,200 18左中下
52 刷毛目盃 W56× H53 ¥23,100 18右下
53 たる井戸久い乃み W54× H52 ¥24,200 18左下

■掲載作品 価格表

＊寸法は本体の実測値です。すべて共箱付き（後日）。
＊作品のお問い合わせ、先行予約を承ります。裏表紙の電話番号やメールアドレスまでご連絡ください。
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崎陽高麗2022「川瀬隆一郎」展
2022年7月16日（土）～ 7月24日（日）
＊7月21日（木）はお休み
営業時間　11時～ 19時
作家在廊日（予定）　7月16日（土）、17日（日）

5
月
初
旬
、
川
瀬
隆
一
郎
さ
ん
の
工
房
を
訪
ね
ま
し
た
。

見
晴
ら
し
の
よ
い
高
台
の
広
い
場
所
に
移
っ
て
約
1
年
、

手
を
入
れ
た
い
と
こ
ろ
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
よ
う
で
す
が
、

日
々
の
暮
ら
し
も
作
る
環
境
も
落
ち
着
い
て
き
た
ご
様
子
。

草
む
ら
に
埋
も
れ
て
い
た
庭
の
灯
篭
も
池
も
生
き
返
り
、

川
瀬
さ
ん
の
色
も
ち
ょ
っ
と
だ
け
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

何
か
と
特
徴
を
出
す
と
い
う
の
も
時
間
が
か
か
る
も
の
。

当
方
で
の
個
展
も
今
回
で
5
回
目
に
な
り
ま
し
た
。

よ
う
や
く
皆
さ
ま
に
も
川
瀬
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
が

想
像
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

毎
回
少
し
ず
つ
、
そ
の
年
の
傾
向
が
表
れ
ま
す
が
、

今
回
は
楽
し
み
な
が
ら
作
ら
れ
た
よ
う
な
印
象
で
す
。

崎
陽
高
麗
の
井
戸
中
心
と
い
う
狭
い
範
疇
な
が
ら
も
、

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
初
期
と
比
べ
て
大
幅
に
多
様
化
。

仕
上
が
り
具
合
も
年
々
向
上
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
茶
渋
を
入
れ
た
作
品
の
割
合
を
増
や
し
な
が
ら
も

何
も
し
て
い
な
い
素
の
作
品
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
好
評
の
磁
器
も
の
、
食
器
類
も
出
品
予
定
。

充
実
し
た
内
容
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ご
高
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

店
主

Photo by Ryuichiro KAWASE

うつわや涼一石
店主　栗原浩之
〒105-0012

東京都港区芝大門2-2-8

TEL  03-3431-6320

Email  info@ryoisseki.com

http://www.ryoisseki.com

＊新型コロナウイルスに関連する対応
在廊は開催時の状況により見合わせます。２階（個展会場）
への入場は３、４人ずつに制限する予定です。マスクの着用、
入口でのアルコール消毒をお願いします。不測の事態により
ウェブ展示に切り替えることもございます。感染予防に十分
留意したうえで運営して参ります。


